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　講師の古橋研一さんは『幻の大島憲法草案』の著者です。


 伊豆大島は、東京より南南東１２０㎞の位置にあり、面積は調布市と町田市を合わせたほど、人口は約１万人でした。


大島憲法の誕生


　１９４６年１月29日のＧＨＱ指令６７７号「行政分離の覚書」によって、大島は突如、日本から分離されることになり、同年２月から３月にかけて「大島暫定憲法」が作られました。中心になったのは元村（もとむら）村長の柳瀬善之助、御神火茶屋を経営する高木久太郎、雨宮政治郎の３人。雨宮は東京で大工をした後に帰島して大工同志会(労働組合)を結成した共産党員で、１９３３年に検挙され、終戦まで東京で監視下に置かれていた人。


民主的な内容！


　前文の「大島大誓言」は、高らかに宣言しています。「島の更生、島民の安寧、幸福の確保増進に向かって一糸乱れざる巨歩を踏み出さんとす。吾等は敢て正視す。吾等は敢て甘受す(注１)。吾等は敢て断行す。よって旺盛なる心に徹し、万邦和平の一端を負荷し、ここに島民相互厳に誓う」と。


　本文は３章23条からなり、司法権はありません。


　第１章　統治権


　１条で、島の統治権は島民に在り、と主権在民を掲げ、２条では有権者の２割以上で議会を解散できるという、島民の意見を尊重する民主的な条項になっています。


　第２章　議会


　議会を設置し、一切の立法権を掌握して行政を監督する、としています。


　第３章　執政


　内閣の任期・構成・任務などを定めています。


　憲法を施行する「政治機構図」には、全島民が、議会と内閣を見守り監視する機構が示され、権力の暴走を許さな意志が読み取れます。





なぜ「平和を希求する確固たる意志」を持つ共和国づくりか？





　日本国憲法公布(１９４６年11月)より８か月も前に、しかも２か月という短期間で、なぜ、人口１万人の、法律家もいない島で、平和を希求する共和国という「国の在り方」がまとめ上げられたのでしょう。


　突然、国をつくるという事態に直面し、それも軍政が敷かれる前に、憲法をつくる必要がありました。


　大島の地理的条件が平和憲法を必然なものとしました。サイパンから出撃するＢ29爆撃機は大島上空で進路をかえ、それぞれ東京と名古屋方面に向かいました。それを監視する防空の砦として島の人口を上回る１万６千人の守備隊が置かれ、島は爆撃被害にさらされ、物資供出による窮乏を強いられていました。


　「大島島民会設立趣旨書」(注２)には「軍国主義を日本の真の使命と過信して努力してきたことが敗戦という悲惨な結果を招き」とあり、そこに平和を希求する確固たる意思を読みとることができます。





なぜ「幻の大島憲法」なのか？





　こうして出来た大島憲法でしたが、１９４６年３月22日、日本への復帰のＧＨＱ指令が出され、分離・独立は53日間で幕を閉じ、憲法も幻となりました。


　大島憲法は、いまも島民の誇りであり、中学校の授業に取り入れられています。





　(注１)「受くべき苦難はこれを甘うすると同時に、民意のあるところは勇敢に主張して支配者の意図に従い、これに積極的に協力し、理想の平和郷として世界平和の一端を荷いたいと思います」。


　(注２)「大島島民会設立趣旨書」では、議会とは別に、島民の組織づくりが計画されていました。





新憲法を歓迎した三多摩の動き





　古橋さんはお話の後半で、三多摩地域の市民が日本国憲法をどのように迎えたかについて貴重な資料を示されました。各市町村での草の根による祝賀や普及のための記念行事は、資料として残っているものは少ないと、新聞に載った写真を見せていだきましたが、食料難の当時にあっても写真からは明るいものが感じられました。


　また、この時期、盛んに活動していたのは青年団だったというお話から、徴兵という頭上の石がとれて、開かれた未来に希望を持つ青年たちの群像が見える思いがしました。


　（森本早智子・記）





　調布九条の会｢憲法ひろば｣は２月24日(月･休)に第１５４回例会を開催。調布市在住の郷土史家、古橋研一さん(写真左)を囲んで、「大島憲法と日本国憲法を歓迎した三多摩人」と題してお話を聞きました。参加は37人。司会は岩本努世話人(写真右)。レポートは森本早智子世話人に受け持っていただきました。 　　　　　　　　（編集部）
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